
日本の書論に見る中国書論の受容

要

旨

　
本
稿
は
、
平
安
時
代
の
代
表
的
書
論
で
あ
る
空
海
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
お

よ
び
藤
原
教
長
『
才
葉
抄
』
を
取
り
上
げ
て
、
日
本
に
お
け
る
中
国
書
論
の
受

容
の
実
態
な
ら
び
に
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、

本
稿
は
二
〇
二
〇
年
一
月
に
提
出
し
た
、
王
娜
婷
の
修
士
論
文
「
奈
良
・
平
安

時
代
に
お
け
る
中
国
書
法
の
受
容
に
つ
い
て
―
唐
代
を
中
心
に
」
の
第
三
章

「
日
本
の
書
論
に
見
る
中
国
書
論
の
受
容
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
書
論
・
性
霊
集
・
才
葉
抄

は

　じ

　め

　に

　
日
本
と
中
国
と
の
書
に
関
す
る
交
流
の
歴
史
は
極
め
て
長
い
。
日
本
に
お
け

る
書
道
文
化
の
繁
栄
は
、
奈
良
時
代
に
は
す
で
に
萌
芽
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
は
、
中
国
文
化
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
時
期
に
相
当
し
、
社
会
や
文
化
全
般
に
わ
た
っ
て
そ
の
よ
う
な
時
代

の
独
自
性
が
表
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
平
安
時
代
初
期
に
、

嵯
峨
天
皇
・
空
海
・
橘
逸
勢
ら
「
三
筆
」
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、

所
謂
「
国
風
文
化
」
が
隆
盛
す
る
中
で
、
日
本
独
自
の
「
仮
名
書
道
」
が
誕
生

す
る
と
と
も
に
、
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
・
藤
原
行
成
ら
「
三
跡
」
が
出
現
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
中
国
書
法
を
積
極
的
に
受
容
・
吸
収
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る

奈
良
時
代
お
よ
び
平
安
時
代
前
期
に
お
い
て
、
そ
し
て
日
本
独
自
の
書
文
化
が

花
開
い
た
平
安
時
代
後
期
に
お
い
て
、
中
国
で
誕
生
し
た
書
と
い
う
文
化
が
、

中
国
と
は
異
な
る
文
化
的
状
況
に
あ
る
日
本
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
変
容

し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
受
容
に
つ
い
て
論
じ
る
際
、
こ
れ
ま
で
の
先
行

一

安
田
女
子
大
学
大
学
院
紀
要
　
第
25
集

日
本
語
学
日
本
文
学
専
攻

日
本
の
書
論
に
見
る
中
国
書
論
の
受
容

　
―
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
お
よ
び
『
才
葉
抄
』
を
中
心
に
―

王
　
　
娜
婷
・
増
田
　
知
之
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考
え
を
も
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
以
下
分
析
を
試
み
た
い
。

　
ま
ず
、「
勅
賜
屏
風
書
了
即
献
表
並
詩
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
原
文

（
部
分
）
を
掲
げ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

沙
門
空
海
言
。
去
六
月
二
十
七
日
、
主
殿
助
布
勢
海
、
将
五
彩
呉
綾
、
錦

縁
五
尺
屏
風
四
帖
到
山
房
来
。
奉
宣
聖
旨
、
令
空
海
書
両
巻
古
今
詩
人
秀

句
者
。
忽
奉
天
命
、
驚
悚
難
喩
。
空
海
聞
。
物
類
殊
形
、
事
群
分
体
。
舟

車
別
用
、
文
武
異
才
。
若
当
其
能
、
事
則
通
快
、
用
失
其
宜
、
雖
労
無

益
。
空
海
元
耽
観
牛
之
念
、
久
絶
返
鵲
之
書
。
達
夜
数
息
、
誰
労
穿
被
。

終
日
修
心
、
何
能
墨
池
。
人
非
曹
喜
、
謬
対
漢
主
之
邸
。
欲
辞
不
能
、
強

揮
龍
管
。
①
古
人
筆
論
云
、
書
者
散
也
。
非
但
以
結
裹
為
能
。
必
須
遊
心

境
物
、
散
逸
懐
抱
、
取
法
四
時
、
象
形
万
類
。
以
此
為
妙
矣
。
②
是
故
蒼

公
風
心
、
擬
鳥
跡
而
揮
翰
、
王
少
意
気
、
想
龍
爪
而
染
筆
。
蛇
字
起
唐

綜
、
虫
書
発
秋
婦
。
軒
聖
雲
気
之
興
、
務
仙
風
韭
之
感
、
垂
露
懸
針
之

体
、
鶴
頭
偃
波
之
形
、
麒
麟
鸞
鳳
之
名
、
瑞
草
芝
英
之
相
、
如
是
六
十
余

体
者
、
並
皆
人
心
感
物
而
作
也
。
③
或
曰
、
筆
論
筆
経
、
譬
如
詩
家
之
格

律
。
詩
是
有
調
声
避
病
之
制
。
書
亦
有
除
病
会
理
之
道
。
詩
人
不
解
声

病
、
誰
編
詩
什
。
書
者
不
明
病
理
、
何
預
書
評
。
又
作
詩
者
、
以
学
古
体

為
妙
、
不
以
写
古
詩
為
能
。
書
亦
以
擬
古
意
為
善
、
不
以
似
古
跡
為
巧
。

所
以
振
古
能
書
百
家
体
別
。
蔡
雍
大
笑
、
鍾
繇
深
歎
、
良
有
以
也
。
空
海

儻
遇
解
書
先
生
、
粗
聞
口
訣
。
④
雖
然
所
志
道
別
、
不
曽
留
心
。
今
頼
聖

雷
之
震
響
、
抜
心
地
之
蟄
字
。
折
六
書
之
萃
楚
、
摘
八
体
之
英
華
。
学
転

筆
於
鼎
能
、
擬
超
翰
乎
草
聖
。
想
山
水
而
擺
撥
、
法
老
少
而
終
始
。
君
臣

風
化
之
道
、
含
上
下
画
、
夫
婦
義
貞
之
行
、
蔵
陰
陽
点
。
客
主
揖
讓
、
弟

昆
友
悌
。
三
才
変
化
、
四
序
生
殺
。
尊
卑
愛
敬
、
大
小
次
第
。
隣
里
和

研
究
は
概
し
て
、「
書
跡
」
へ
の
関
心
が
大
き
く
、「
書
論
」
の
影
響
に
つ
い
て

の
考
察
は
そ
れ
に
比
し
て
少
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
書
論

は
当
時
の
書
人
の
書
に
関
す
る
考
え
を
如
実
に
反
映
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て

書
の
受
容
の
全
体
像
を
把
握
す
る
な
ら
ば
、
書
跡
だ
け
で
は
な
く
、
書
論
（
思

想
方
面
）
の
受
容
も
同
様
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
如
上
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、
当
該
時
代
に
執

筆
さ
れ
た
書
論
、
す
な
わ
ち
奈
良
・
平
安
時
代
の
代
表
的
書
論
と
い
え
る
空
海

『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』（
以
下
、『
性
霊
集
』
と
略
称
す
る
）
と
藤
原
教
長
『
才

葉
抄
』
の
二
書
を
取
り
上
げ
、
中
国
書
論
の
受
容
の
実
態
に
つ
い
て
検
証
を
試

み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
日
中
に
お
け
る
書
の
認
識
・
解
釈
の
共
通
性
や
相

違
点
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
時
代
の
日
本
の
書
人
ら
が
書
に

対
し
て
い
か
な
る
考
え
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
が
中
国
の
書
論
と
い
か
な

る
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
日
中
に
お
け
る
複
層
的
な
書
論
の
展
開
も
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

第
一
章

　空
海
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
に
見
え
る
中
国
書
論
の
影
響

　
本
章
で
は
、
空
海
『
性
霊
集
』
を
取
り
上
げ
て
、
本
書
に
見
え
る
空
海
の
書

論
と
中
国
の
書
論
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。『
性
霊
集
』
巻
三
に
収
め
ら

れ
て
い
る
「
勅
賜
屏
風
書
了
即
献
表
並
詩
」
お
よ
び
巻
四
所
収
の
「
書
劉
廷
芝

集
奉
献
表
」
の
二
条
は
、
中
国
書
論
か
ら
の
影
響
を
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
両
者
か
ら
計
五
箇
所
の
具
体
的
記
述
を
抽
出
し
、
そ
れ

に
関
連
す
る
中
国
書
論
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
一
体
、
空
海
が
ど
の
よ
う

に
中
国
書
論
を
受
容
し
た
の
か
、
ま
た
空
海
自
身
が
書
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

（
1
）

（
2
）

二

日本の書論に見る中国書論の受容

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
空
海
は
蔡
邕
の
書
論
を
踏
ま
え
た
上

で
、
そ
こ
に
独
自
の
見
解
を
付
け
加
え
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
更
に
、
傍
線
部
①
に
見
え
る
「
取
法
四
時
、
象
形
万
類
」
と
い
う
表
現
は
、

唐
代
の
書
論
に
も
散
見
す
る
が
、
そ
れ
が
基
づ
い
て
い
る
の
は
後
漢
・
許
慎

『
説
文
解
字
』
序
の
思
想
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
空
海
が
実
際
に
『
説

文
解
字
』
を
目
睹
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ

こ
で
次
に
、
よ
り
明
ら
か
な
例
と
し
て
傍
線
部
②
に
つ
い
て
比
較
し
て
い
く
。

是
の
故
に
蒼
公
の
風
心
は
、
鳥
跡
に
擬
え
て
翰
を
揮
い
、
王
少
の
意
気

は
、
龍
爪
を
想
い
て
筆
を
染
む
。
…
…
是
の
如
き
六
十
余
体
な
る
者
は
、

並
び
に
皆
な
人
心
の
物
に
感
じ
て
作
る
な
り
。

　
こ
こ
で
は
、
中
国
に
お
い
て
文
字
を
発
明
し
た
と
さ
れ
る
蒼
頡
や
中
国
書
道

史
を
代
表
す
る
王
羲
之
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
ず
、
文
字
の
発
明
に
関

す
る
記
述
は
、
以
下
の
よ
う
に
、『
説
文
解
字
』
序
に
見
え
る
。

古
者
庖
犧
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
観
象
於
天
、
俯
則
観
法
於
地
、
視
鳥
獣

之
文
与
地
之
宜
、
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
、
於
是
始
作
易
八
卦
、
以
垂
憲

象
。
及
神
農
氏
結
縄
為
治
、
而
統
其
事
、
庶
業
其
繁
、
飾
偽
萌
生
。
黄
帝

之
史
倉
頡
、
見
鳥
獣
蹄
迒
之
跡
、
知
分
理
之
可
相
別
異
也
、
初
造
書
契
。

　『
性
霊
集
』
と
『
説
文
解
字
』
序
と
を
詳
細
に
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
と

も
文
字
の
起
源
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
説
明
し
よ
う
と
す
る
内
容
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
『
説
文
解
字
』
序
に
は
「
初
造
書
契
」
と
あ

る
よ
う
に
、
許
慎
は
、「
書
契
」
す
な
わ
ち
文
字
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
文
字

の
作
り
方
や
そ
の
原
理
、
す
な
わ
ち
造
字
法
や
文
字
の
使
用
方
法
、
ま
た
ど
の

よ
う
な
規
則
を
踏
む
か
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
空
海
は
、
蒼
頡
と
王
羲
之
と
を
例
に
挙
げ
て
、
書
作
の
際
に
は
自
然
万
物

（
4
）

（
5
）

平
、
寰
区
粛
恭
。
此
等
深
義
、
悉
縕
字
字
。
…
…

　
そ
れ
で
は
初
め
に
、
傍
線
部
①
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
こ
う
。

古
人
の
筆
論
に
云
わ
く
、
書
な
る
者
は
散
な
り
、
と
。
但
だ
結
裹
を
以
て

能
と
為
す
の
み
に
非
ず
、
必
ず
須
ら
く
心
を
境
物
に
遊
ば
せ
、
懐
抱
を
散

逸
し
、
法
を
四
時
に
取
り
、
形
を
万
類
に
象
る
べ
し
。
此
を
以
て
妙
と
為

す
。

　
こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
「
筆
論
」
と
は
、
以
下
に
示
し
た
後
漢
の
蔡
邕
「
筆

論
」
を
指
し
て
い
る
。

書
者
散
也
。
欲
書
先
散
懐
抱
、
任
情
恣
性
、
然
後
書
之
。
若
迫
於
事
、
雖

中
山
兎
豪
、
不
能
佳
也
。
夫
書
先
黙
坐
静
思
、
随
意
所
適
、
言
不
出
口
、

気
不
盈
息
、
沈
密
神
彩
、
如
対
至
尊
、
則
無
不
善
矣
。

　
こ
の
よ
う
に
、
傍
線
部
①
は
中
国
の
代
表
的
書
論
を
直
接
引
用
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
両
者
と
も
に
、
書
に
つ
い
て
「
自
然
」
と
い
う
審
美
観

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
蔡
邕
「
筆
論
」
に
見
え
る
「
散
」
と
は
、
書
を
作
る
と
き
の
書
人
の
状
態
を

指
し
て
お
り
、
自
分
の
感
情
や
性
情
を
解
放
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ま

た
、
緊
急
に
書
け
ば
、
た
と
え
文
房
具
が
よ
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
よ
い
書
を

作
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
一
方
で
、『
性
霊
集
』
は
こ
の
よ
う
な
「
筆

論
」
の
内
容
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
よ
り
詳
細
な
論
述
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。『
性
霊
集
』
で
は
「
散
」
の
語
に
言
及
す
る
に
際
し
、
書
を
学
ぶ

と
き
は
、
単
純
に
結
体
（
字
形
）
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
必
ず
自
然
や
万
象
か

ら
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
よ
い
書
作
が

可
能
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
「
散
」
の
語
で
あ
っ
て

も
、「
筆
論
」
と
『
性
霊
集
』
の
両
者
に
お
け
る
解
釈
や
位
置
づ
け
が
異
な
っ

（
3
）

三
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考
え
を
も
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
以
下
分
析
を
試
み
た
い
。

　
ま
ず
、「
勅
賜
屏
風
書
了
即
献
表
並
詩
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
原
文

（
部
分
）
を
掲
げ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

沙
門
空
海
言
。
去
六
月
二
十
七
日
、
主
殿
助
布
勢
海
、
将
五
彩
呉
綾
、
錦

縁
五
尺
屏
風
四
帖
到
山
房
来
。
奉
宣
聖
旨
、
令
空
海
書
両
巻
古
今
詩
人
秀

句
者
。
忽
奉
天
命
、
驚
悚
難
喩
。
空
海
聞
。
物
類
殊
形
、
事
群
分
体
。
舟

車
別
用
、
文
武
異
才
。
若
当
其
能
、
事
則
通
快
、
用
失
其
宜
、
雖
労
無

益
。
空
海
元
耽
観
牛
之
念
、
久
絶
返
鵲
之
書
。
達
夜
数
息
、
誰
労
穿
被
。

終
日
修
心
、
何
能
墨
池
。
人
非
曹
喜
、
謬
対
漢
主
之
邸
。
欲
辞
不
能
、
強

揮
龍
管
。
①
古
人
筆
論
云
、
書
者
散
也
。
非
但
以
結
裹
為
能
。
必
須
遊
心

境
物
、
散
逸
懐
抱
、
取
法
四
時
、
象
形
万
類
。
以
此
為
妙
矣
。
②
是
故
蒼

公
風
心
、
擬
鳥
跡
而
揮
翰
、
王
少
意
気
、
想
龍
爪
而
染
筆
。
蛇
字
起
唐

綜
、
虫
書
発
秋
婦
。
軒
聖
雲
気
之
興
、
務
仙
風
韭
之
感
、
垂
露
懸
針
之

体
、
鶴
頭
偃
波
之
形
、
麒
麟
鸞
鳳
之
名
、
瑞
草
芝
英
之
相
、
如
是
六
十
余

体
者
、
並
皆
人
心
感
物
而
作
也
。
③
或
曰
、
筆
論
筆
経
、
譬
如
詩
家
之
格

律
。
詩
是
有
調
声
避
病
之
制
。
書
亦
有
除
病
会
理
之
道
。
詩
人
不
解
声

病
、
誰
編
詩
什
。
書
者
不
明
病
理
、
何
預
書
評
。
又
作
詩
者
、
以
学
古
体

為
妙
、
不
以
写
古
詩
為
能
。
書
亦
以
擬
古
意
為
善
、
不
以
似
古
跡
為
巧
。

所
以
振
古
能
書
百
家
体
別
。
蔡
雍
大
笑
、
鍾
繇
深
歎
、
良
有
以
也
。
空
海

儻
遇
解
書
先
生
、
粗
聞
口
訣
。
④
雖
然
所
志
道
別
、
不
曽
留
心
。
今
頼
聖

雷
之
震
響
、
抜
心
地
之
蟄
字
。
折
六
書
之
萃
楚
、
摘
八
体
之
英
華
。
学
転

筆
於
鼎
能
、
擬
超
翰
乎
草
聖
。
想
山
水
而
擺
撥
、
法
老
少
而
終
始
。
君
臣

風
化
之
道
、
含
上
下
画
、
夫
婦
義
貞
之
行
、
蔵
陰
陽
点
。
客
主
揖
讓
、
弟

昆
友
悌
。
三
才
変
化
、
四
序
生
殺
。
尊
卑
愛
敬
、
大
小
次
第
。
隣
里
和

研
究
は
概
し
て
、「
書
跡
」
へ
の
関
心
が
大
き
く
、「
書
論
」
の
影
響
に
つ
い
て

の
考
察
は
そ
れ
に
比
し
て
少
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
書
論

は
当
時
の
書
人
の
書
に
関
す
る
考
え
を
如
実
に
反
映
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て

書
の
受
容
の
全
体
像
を
把
握
す
る
な
ら
ば
、
書
跡
だ
け
で
は
な
く
、
書
論
（
思

想
方
面
）
の
受
容
も
同
様
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
如
上
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、
当
該
時
代
に
執

筆
さ
れ
た
書
論
、
す
な
わ
ち
奈
良
・
平
安
時
代
の
代
表
的
書
論
と
い
え
る
空
海

『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』（
以
下
、『
性
霊
集
』
と
略
称
す
る
）
と
藤
原
教
長
『
才

葉
抄
』
の
二
書
を
取
り
上
げ
、
中
国
書
論
の
受
容
の
実
態
に
つ
い
て
検
証
を
試

み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
日
中
に
お
け
る
書
の
認
識
・
解
釈
の
共
通
性
や
相

違
点
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
時
代
の
日
本
の
書
人
ら
が
書
に

対
し
て
い
か
な
る
考
え
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
が
中
国
の
書
論
と
い
か
な

る
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
日
中
に
お
け
る
複
層
的
な
書
論
の
展
開
も
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

第
一
章

　空
海
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
に
見
え
る
中
国
書
論
の
影
響

　
本
章
で
は
、
空
海
『
性
霊
集
』
を
取
り
上
げ
て
、
本
書
に
見
え
る
空
海
の
書

論
と
中
国
の
書
論
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。『
性
霊
集
』
巻
三
に
収
め
ら

れ
て
い
る
「
勅
賜
屏
風
書
了
即
献
表
並
詩
」
お
よ
び
巻
四
所
収
の
「
書
劉
廷
芝

集
奉
献
表
」
の
二
条
は
、
中
国
書
論
か
ら
の
影
響
を
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
両
者
か
ら
計
五
箇
所
の
具
体
的
記
述
を
抽
出
し
、
そ
れ

に
関
連
す
る
中
国
書
論
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
一
体
、
空
海
が
ど
の
よ
う

に
中
国
書
論
を
受
容
し
た
の
か
、
ま
た
空
海
自
身
が
書
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

（
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二

日本の書論に見る中国書論の受容

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
空
海
は
蔡
邕
の
書
論
を
踏
ま
え
た
上

で
、
そ
こ
に
独
自
の
見
解
を
付
け
加
え
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
更
に
、
傍
線
部
①
に
見
え
る
「
取
法
四
時
、
象
形
万
類
」
と
い
う
表
現
は
、

唐
代
の
書
論
に
も
散
見
す
る
が
、
そ
れ
が
基
づ
い
て
い
る
の
は
後
漢
・
許
慎

『
説
文
解
字
』
序
の
思
想
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
空
海
が
実
際
に
『
説

文
解
字
』
を
目
睹
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ

こ
で
次
に
、
よ
り
明
ら
か
な
例
と
し
て
傍
線
部
②
に
つ
い
て
比
較
し
て
い
く
。

是
の
故
に
蒼
公
の
風
心
は
、
鳥
跡
に
擬
え
て
翰
を
揮
い
、
王
少
の
意
気

は
、
龍
爪
を
想
い
て
筆
を
染
む
。
…
…
是
の
如
き
六
十
余
体
な
る
者
は
、

並
び
に
皆
な
人
心
の
物
に
感
じ
て
作
る
な
り
。

　
こ
こ
で
は
、
中
国
に
お
い
て
文
字
を
発
明
し
た
と
さ
れ
る
蒼
頡
や
中
国
書
道

史
を
代
表
す
る
王
羲
之
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
ず
、
文
字
の
発
明
に
関

す
る
記
述
は
、
以
下
の
よ
う
に
、『
説
文
解
字
』
序
に
見
え
る
。

古
者
庖
犧
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
観
象
於
天
、
俯
則
観
法
於
地
、
視
鳥
獣

之
文
与
地
之
宜
、
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
、
於
是
始
作
易
八
卦
、
以
垂
憲

象
。
及
神
農
氏
結
縄
為
治
、
而
統
其
事
、
庶
業
其
繁
、
飾
偽
萌
生
。
黄
帝

之
史
倉
頡
、
見
鳥
獣
蹄
迒
之
跡
、
知
分
理
之
可
相
別
異
也
、
初
造
書
契
。

　『
性
霊
集
』
と
『
説
文
解
字
』
序
と
を
詳
細
に
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
と

も
文
字
の
起
源
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
説
明
し
よ
う
と
す
る
内
容
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
『
説
文
解
字
』
序
に
は
「
初
造
書
契
」
と
あ

る
よ
う
に
、
許
慎
は
、「
書
契
」
す
な
わ
ち
文
字
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
文
字

の
作
り
方
や
そ
の
原
理
、
す
な
わ
ち
造
字
法
や
文
字
の
使
用
方
法
、
ま
た
ど
の

よ
う
な
規
則
を
踏
む
か
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
空
海
は
、
蒼
頡
と
王
羲
之
と
を
例
に
挙
げ
て
、
書
作
の
際
に
は
自
然
万
物

（
4
）

（
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平
、
寰
区
粛
恭
。
此
等
深
義
、
悉
縕
字
字
。
…
…

　
そ
れ
で
は
初
め
に
、
傍
線
部
①
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
こ
う
。

古
人
の
筆
論
に
云
わ
く
、
書
な
る
者
は
散
な
り
、
と
。
但
だ
結
裹
を
以
て

能
と
為
す
の
み
に
非
ず
、
必
ず
須
ら
く
心
を
境
物
に
遊
ば
せ
、
懐
抱
を
散

逸
し
、
法
を
四
時
に
取
り
、
形
を
万
類
に
象
る
べ
し
。
此
を
以
て
妙
と
為

す
。

　
こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
「
筆
論
」
と
は
、
以
下
に
示
し
た
後
漢
の
蔡
邕
「
筆

論
」
を
指
し
て
い
る
。

書
者
散
也
。
欲
書
先
散
懐
抱
、
任
情
恣
性
、
然
後
書
之
。
若
迫
於
事
、
雖

中
山
兎
豪
、
不
能
佳
也
。
夫
書
先
黙
坐
静
思
、
随
意
所
適
、
言
不
出
口
、

気
不
盈
息
、
沈
密
神
彩
、
如
対
至
尊
、
則
無
不
善
矣
。

　
こ
の
よ
う
に
、
傍
線
部
①
は
中
国
の
代
表
的
書
論
を
直
接
引
用
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
両
者
と
も
に
、
書
に
つ
い
て
「
自
然
」
と
い
う
審
美
観

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
蔡
邕
「
筆
論
」
に
見
え
る
「
散
」
と
は
、
書
を
作
る
と
き
の
書
人
の
状
態
を

指
し
て
お
り
、
自
分
の
感
情
や
性
情
を
解
放
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ま

た
、
緊
急
に
書
け
ば
、
た
と
え
文
房
具
が
よ
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
よ
い
書
を

作
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
一
方
で
、『
性
霊
集
』
は
こ
の
よ
う
な
「
筆

論
」
の
内
容
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
よ
り
詳
細
な
論
述
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。『
性
霊
集
』
で
は
「
散
」
の
語
に
言
及
す
る
に
際
し
、
書
を
学
ぶ

と
き
は
、
単
純
に
結
体
（
字
形
）
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
必
ず
自
然
や
万
象
か

ら
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
よ
い
書
作
が

可
能
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
「
散
」
の
語
で
あ
っ
て

も
、「
筆
論
」
と
『
性
霊
集
』
の
両
者
に
お
け
る
解
釈
や
位
置
づ
け
が
異
な
っ

（
3
）

三
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王　　娜婷・増田　知之

の
体
の
別
る
る
所
以
な
り
。
蔡
雍
大
い
に
笑
い
、
鍾
繇
深
く
歎
く
は
、
良

に
以
有
る
な
り
。

　
空
海
は
こ
こ
で
、

夫
古
質
而
今
妍
、
数
之
常
也
。
愛
妍
而
薄
質
、
人
之
情
也
。
鍾
・
張
方
之

二
王
、
可
謂
古
矣
、
豈
得
無
妍
質
之
殊
。
且
二
王
暮
年
、
皆
勝
於
少
。
父

子
之
間
、
又
為
今
古
。
子
敬
窮
其
妍
妙
、
固
其
宜
也
。
然
優
劣
既
微
、
而

会
美
俱
深
。
故
同
為
終
古
之
独
絶
、
百
代
之
楷
式
。

と
い
う
、
宋
の
虞
龢
「
論
書
表
」
に
も
見
え
る
「
古
今
」
の
書
に
つ
い
て
の
審

美
観
を
例
と
し
て
、
学
書
に
お
い
て
た
だ
形
の
み
を
学
ぶ
こ
と
、
す
な
わ
ち

「
形
似
」
を
否
定
的
に
と
ら
え
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
古
意
を
会
得
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
「
神
似
」
の
方
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
最
後
に
、
傍
線
部
④
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

然
り
と
雖
も
志
す
所
の
道
別
る
れ
ば
、
曽
て
心
に
留
め
ず
。
今
聖
雷
の
震

響
に
頼
り
、
心
地
の
蟄
字
を
抜
く
。
六
書
の
萃
楚
を
折
り
、
八
体
の
英
華

を
摘
む
。
転
筆
を
鼎
能
に
学
び
、
超
翰
を
草
聖
に
擬
う
。
山
水
を
想
い
て

擺
撥
し
、
老
少
に
法
り
て
終
始
す
。
君
臣
風
化
の
道
は
、
上
下
の
画
を
含

み
、
夫
婦
義
貞
の
行
は
、
陰
陽
の
点
に
蔵
む
。
客
主
揖
譲
し
、
弟
昆
友
悌

あ
り
。
三
才
変
化
し
、
四
序
生
殺
す
。
尊
卑
愛
敬
し
、
大
小
次
第
あ
り
。

隣
里
和
平
し
、
寰
区
肅
恭
す
。
此
れ
等
の
深
義
、
悉
く
字
字
に
縕
む
。

　
こ
こ
で
空
海
は
、
書
の
教
化
性
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
こ
れ
に
共
通
す

る
芸
術
の
教
化
性
に
関
す
る
記
述
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
唐
の
張
彦
遠
『
歴
代

名
画
記
』
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

夫
画
者
成
教
化
、
助
人
倫
、
窮
神
変
、
測
幽
微
、
与
六
籍
同
功
、
四
時
並

運
。
発
於
天
然
、
非
由
述
作
。
…
…
洎
乎
有
虞
作
絵
、
絵
画
明
焉
。
既
就

（
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）
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の
形
や
運
行
の
規
則
か
ら
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
書
人
が
自
然

や
生
活
か
ら
心
得
た
感
情
・
考
え
・
性
情
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
が
よ
い
書

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
筆
者
が
こ
の
よ
う
に
推
測
す
る
理

由
は
、『
性
霊
集
』
に
「
蒼
公
風
心
、
擬
鳥
跡
而
揮
翰
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
揮

翰
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
揮
翰
」
の
語
は
、「
揮
毫
」
に

同
じ
く
筆
を
ふ
る
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
書
画
を
か
く
こ
と
を
指
す
。
ま
た
、

「
蒼
公
風
心
、
擬
鳥
跡
而
揮
翰
、
王
少
意
気
、
想
龍
爪
而
染
筆
」
と
い
う
対
句

表
現
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
揮
翰
」
と
「
染
筆
」
と
が
対
応
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
空
海
が
述
べ
て
い
る
の
は
、「
文
字
の
作
り
方
」
と
い
う
よ

り
も
、「
書
の
作
り
方
」
と
い
っ
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
中
国
書
論
を
典
故
と
し
て
引
用
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
解
釈
や
位
置
づ
け

が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
先
に
見
た
傍
線
部
①
の
例
で
は
、
中
国
の
代
表
的
書
論
に
基
づ
き
、

そ
の
上
で
そ
の
書
論
の
内
容
を
更
に
お
し
広
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
傍
線
部
①

は
、
空
海
が
中
国
の
書
論
を
読
ん
だ
上
で
、
彼
な
り
に
そ
れ
ら
の
思
想
を
ま
と

め
、
更
に
自
分
自
身
の
考
え
を
付
け
加
え
た
書
論
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
方

で
、
こ
の
傍
線
部
②
の
例
は
、
た
だ
蒼
頡
の
名
を
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
、
中
国

の
書
論
と
は
異
な
る
自
分
自
身
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
引
き
続
き
、
傍
線
部
③
に
つ
い
て
言
及
し
よ
う
。

或
ひ
と
曰
わ
く
、
筆
論
・
筆
経
は
、
譬
え
ば
詩
家
の
格
律
の
如
し
。
詩
は

是
れ
声
を
調
え
病
を
避
く
る
の
制
有
り
。
書
も
亦
た
病
を
除
き
理
に
会
う

の
道
有
り
。
…
…
又
た
詩
を
作
る
者
、
古
体
を
学
ぶ
を
以
て
妙
と
為
す

も
、
古
詩
を
写
す
を
以
て
能
と
為
さ
ず
。
書
も
亦
た
古
意
に
擬
う
る
を
以

て
善
と
為
す
も
、
古
跡
に
似
る
を
以
て
巧
と
為
さ
ず
。
古
振よ

り
能
書
百
家

四

日本の書論に見る中国書論の受容

の
経
典
）
と
同
様
に
社
会
的
・
国
家
的
な
教
化
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
が

「
四
時
」
や
「
天
然
」、
す
な
わ
ち
自
然
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘

し
て
い
る
。

　
更
に
い
え
ば
、
書
の
教
化
的
機
能
に
言
及
し
た
中
国
の
書
論
と
し
て
、
例
え

ば
唐
の
柳
公
権
の
「
用
筆
在
心
、
心
正
則
筆
正
」（『
旧
唐
書
』
巻
一
六
五
）
と

い
う
有
名
な
記
述
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
右
に
見
た
空
海
の
考

え
る
教
化
の
あ
り
方
と
同
じ
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
柳
公
権

は
、
主
に
「
心
」
す
な
わ
ち
人
格
と
用
筆
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
お

り
、
む
し
ろ
漢
・
揚
雄
の
「
書
心
画
」（『
法
言
』）
に
近
い
。
一
方
で
空
海
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
書
（
文
字
・
書
跡
）
そ
の
も
の
が
も
っ
て
い
る
教
化
と
し

て
の
機
能
や
効
用
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
国
書
論
に
は
、
書
跡
に
お
け
る
書
風
と
内
容
と
の
関
連
性
に

つ
い
て
論
述
し
た
も
の
が
あ
る
。
唐
・
李
嗣
真
の
言
と
し
て
伝
わ
る
「
右
軍
書

楽
毅
論
太
史
箴
、
体
皆
正
直
、
有
忠
臣
烈
女
之
像
。」（
宋
・
沈
作
喆
『
寓
簡
』

巻
九
）
は
、
主
に
書
跡
の
内
容
と
そ
の
書
の
風
格
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
書

は
文
字
を
素
材
と
し
た
芸
術
で
あ
る
が
、
そ
の
書
風
は
詩
文
の
内
容
に
よ
っ
て

も
変
化
す
る
。
つ
ま
り
、
書
を
制
作
す
る
際
、
そ
の
内
容
を
伝
え
た
い
と
い
う

意
識
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
古
人
が
書
に
教
化
性
が
あ
る

と
し
た
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
空
海
は
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な

点
を
踏
ま
え
て
、
書
の
教
化
性
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
次
に
、『
性
霊
集
』
巻
四
に
収
録
さ
れ
る
「
書
劉
廷
芝
集
奉
献
表
」

の
一
節
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

…
…
聞
之
師
曰
、
鑑
者
不
写
、
写
者
不
鑑
。
鑑
者
興
来
、
則
書
遺
其
奇

逸
。
写
者
終
日
、
矻
矻
快
之
調
句
。（
…
…
之
を
師
に
聞
く
に
曰
わ
く
、

（
9
）

彰
施
、
仍
深
比
象
。
於
是
礼
楽
大
闡
、
教
化
由
興
、
故
能
揖
譲
而
天
下

治
、
煥
乎
而
詞
章
備
。
…
…
故
鼎
鐘
刻
、
則
識
魑
魅
而
知
神
奸
、
旂
章

明
、
則
昭
軌
度
而
備
国
制
。（
巻
一
「
叙
画
之
源
流
」）

　
た
だ
し
、『
歴
代
名
画
記
』
の
こ
の
記
述
は
、
書
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
画

の
分
野
か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
張
彦
遠
は
「
…
…
是
の
時
、

書
と
画
と
は
同
体
に
し
て
未
だ
分
か
れ
ず
。
象
制
は
肇
め
て
創
せ
ら
れ
て
猶
お

略
な
り
。
以
て
其
の
意
を
伝
う
る
無
し
、
故
に
書
有
り
。
以
て
其
の
形
を
見
る

無
し
、
故
に
画
有
り
。」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
芸
術
の
原
点
と
し
て
「
書
画
同

源
」
の
視
点
に
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
画
に
関
す
る
記
述
は
、

張
彦
遠
の
書
の
捉
え
方
と
多
少
な
り
と
も
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　『
歴
代
名
画
記
』
と
『
性
霊
集
』
と
を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
両
者
と
も

に
、
書
（
あ
る
い
は
画
）
が
家
族
や
社
会
と
い
っ
た
人
間
関
係
の
み
な
ら
ず
、

自
然
と
も
密
接
に
関
わ
り
が
あ
る
も
の
だ
と
い
う
、
共
通
し
た
認
識
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
『
性
霊
集
』
で
は
、「
心
地
の
蟄
字
を
抜
く
」
と

い
っ
て
か
ら
、
ま
ず
空
海
独
自
の
書
に
対
す
る
考
え
や
学
書
の
「
秘
訣
」
を
余

す
こ
と
な
く
披
瀝
し
、
そ
の
後
「
此
れ
等
の
深
義
、
悉
く
字
字
に
縕
む
」
の
一

節
で
締
め
括
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
空
海
は
個
々
人
の
道
徳
や
良
好
な
社
会

秩
序
、
更
に
は
自
然
な
ど
、
そ
れ
ら
の
道
理
が
書・

そ・

の・

も・

の・

の・

う・

ち・

に・

す
べ
て

含
み
込
ま
れ
て
い
る
、
換
言
す
れ
ば
、
学
書
と
は
延
い
て
は
こ
れ
ら
諸
道
理
を

修
得
す
る
こ
と
で
も
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
歴
代
名
画

記
』
に
お
い
て
も
、「
夫
れ
画
な
る
者
は
、
教
化
を
成
し
、
人
倫
を
助
け
、
神

変
を
窮
め
、
幽
微
を
測
り
、
六
籍
と
功
を
同
じ
く
し
、
四
時
と
並
び
運
る
。
天

然
に
発
し
、
述
作
に
由
る
に
非
ず
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
画
が
「
六
籍
」（
儒
教

（
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）
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王　　娜婷・増田　知之

の
体
の
別
る
る
所
以
な
り
。
蔡
雍
大
い
に
笑
い
、
鍾
繇
深
く
歎
く
は
、
良

に
以
有
る
な
り
。

　
空
海
は
こ
こ
で
、

夫
古
質
而
今
妍
、
数
之
常
也
。
愛
妍
而
薄
質
、
人
之
情
也
。
鍾
・
張
方
之

二
王
、
可
謂
古
矣
、
豈
得
無
妍
質
之
殊
。
且
二
王
暮
年
、
皆
勝
於
少
。
父

子
之
間
、
又
為
今
古
。
子
敬
窮
其
妍
妙
、
固
其
宜
也
。
然
優
劣
既
微
、
而

会
美
俱
深
。
故
同
為
終
古
之
独
絶
、
百
代
之
楷
式
。

と
い
う
、
宋
の
虞
龢
「
論
書
表
」
に
も
見
え
る
「
古
今
」
の
書
に
つ
い
て
の
審

美
観
を
例
と
し
て
、
学
書
に
お
い
て
た
だ
形
の
み
を
学
ぶ
こ
と
、
す
な
わ
ち

「
形
似
」
を
否
定
的
に
と
ら
え
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
古
意
を
会
得
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
「
神
似
」
の
方
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
最
後
に
、
傍
線
部
④
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

然
り
と
雖
も
志
す
所
の
道
別
る
れ
ば
、
曽
て
心
に
留
め
ず
。
今
聖
雷
の
震

響
に
頼
り
、
心
地
の
蟄
字
を
抜
く
。
六
書
の
萃
楚
を
折
り
、
八
体
の
英
華

を
摘
む
。
転
筆
を
鼎
能
に
学
び
、
超
翰
を
草
聖
に
擬
う
。
山
水
を
想
い
て

擺
撥
し
、
老
少
に
法
り
て
終
始
す
。
君
臣
風
化
の
道
は
、
上
下
の
画
を
含

み
、
夫
婦
義
貞
の
行
は
、
陰
陽
の
点
に
蔵
む
。
客
主
揖
譲
し
、
弟
昆
友
悌

あ
り
。
三
才
変
化
し
、
四
序
生
殺
す
。
尊
卑
愛
敬
し
、
大
小
次
第
あ
り
。

隣
里
和
平
し
、
寰
区
肅
恭
す
。
此
れ
等
の
深
義
、
悉
く
字
字
に
縕
む
。

　
こ
こ
で
空
海
は
、
書
の
教
化
性
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
こ
れ
に
共
通
す

る
芸
術
の
教
化
性
に
関
す
る
記
述
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
唐
の
張
彦
遠
『
歴
代

名
画
記
』
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

夫
画
者
成
教
化
、
助
人
倫
、
窮
神
変
、
測
幽
微
、
与
六
籍
同
功
、
四
時
並

運
。
発
於
天
然
、
非
由
述
作
。
…
…
洎
乎
有
虞
作
絵
、
絵
画
明
焉
。
既
就

（
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）
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の
形
や
運
行
の
規
則
か
ら
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
書
人
が
自
然

や
生
活
か
ら
心
得
た
感
情
・
考
え
・
性
情
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
が
よ
い
書

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
筆
者
が
こ
の
よ
う
に
推
測
す
る
理

由
は
、『
性
霊
集
』
に
「
蒼
公
風
心
、
擬
鳥
跡
而
揮
翰
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
揮

翰
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
揮
翰
」
の
語
は
、「
揮
毫
」
に

同
じ
く
筆
を
ふ
る
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
書
画
を
か
く
こ
と
を
指
す
。
ま
た
、

「
蒼
公
風
心
、
擬
鳥
跡
而
揮
翰
、
王
少
意
気
、
想
龍
爪
而
染
筆
」
と
い
う
対
句

表
現
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
揮
翰
」
と
「
染
筆
」
と
が
対
応
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
空
海
が
述
べ
て
い
る
の
は
、「
文
字
の
作
り
方
」
と
い
う
よ

り
も
、「
書
の
作
り
方
」
と
い
っ
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
中
国
書
論
を
典
故
と
し
て
引
用
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
解
釈
や
位
置
づ
け

が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
先
に
見
た
傍
線
部
①
の
例
で
は
、
中
国
の
代
表
的
書
論
に
基
づ
き
、

そ
の
上
で
そ
の
書
論
の
内
容
を
更
に
お
し
広
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
傍
線
部
①

は
、
空
海
が
中
国
の
書
論
を
読
ん
だ
上
で
、
彼
な
り
に
そ
れ
ら
の
思
想
を
ま
と

め
、
更
に
自
分
自
身
の
考
え
を
付
け
加
え
た
書
論
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
方

で
、
こ
の
傍
線
部
②
の
例
は
、
た
だ
蒼
頡
の
名
を
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
、
中
国

の
書
論
と
は
異
な
る
自
分
自
身
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
引
き
続
き
、
傍
線
部
③
に
つ
い
て
言
及
し
よ
う
。

或
ひ
と
曰
わ
く
、
筆
論
・
筆
経
は
、
譬
え
ば
詩
家
の
格
律
の
如
し
。
詩
は

是
れ
声
を
調
え
病
を
避
く
る
の
制
有
り
。
書
も
亦
た
病
を
除
き
理
に
会
う

の
道
有
り
。
…
…
又
た
詩
を
作
る
者
、
古
体
を
学
ぶ
を
以
て
妙
と
為
す

も
、
古
詩
を
写
す
を
以
て
能
と
為
さ
ず
。
書
も
亦
た
古
意
に
擬
う
る
を
以

て
善
と
為
す
も
、
古
跡
に
似
る
を
以
て
巧
と
為
さ
ず
。
古
振よ

り
能
書
百
家
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思
わ
れ
る
。
空
海
は
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な

点
を
踏
ま
え
て
、
書
の
教
化
性
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
次
に
、『
性
霊
集
』
巻
四
に
収
録
さ
れ
る
「
書
劉
廷
芝
集
奉
献
表
」

の
一
節
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

…
…
聞
之
師
曰
、
鑑
者
不
写
、
写
者
不
鑑
。
鑑
者
興
来
、
則
書
遺
其
奇

逸
。
写
者
終
日
、
矻
矻
快
之
調
句
。（
…
…
之
を
師
に
聞
く
に
曰
わ
く
、

（
9
）

彰
施
、
仍
深
比
象
。
於
是
礼
楽
大
闡
、
教
化
由
興
、
故
能
揖
譲
而
天
下

治
、
煥
乎
而
詞
章
備
。
…
…
故
鼎
鐘
刻
、
則
識
魑
魅
而
知
神
奸
、
旂
章

明
、
則
昭
軌
度
而
備
国
制
。（
巻
一
「
叙
画
之
源
流
」）

　
た
だ
し
、『
歴
代
名
画
記
』
の
こ
の
記
述
は
、
書
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
画

の
分
野
か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
張
彦
遠
は
「
…
…
是
の
時
、

書
と
画
と
は
同
体
に
し
て
未
だ
分
か
れ
ず
。
象
制
は
肇
め
て
創
せ
ら
れ
て
猶
お

略
な
り
。
以
て
其
の
意
を
伝
う
る
無
し
、
故
に
書
有
り
。
以
て
其
の
形
を
見
る

無
し
、
故
に
画
有
り
。」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
芸
術
の
原
点
と
し
て
「
書
画
同

源
」
の
視
点
に
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
画
に
関
す
る
記
述
は
、

張
彦
遠
の
書
の
捉
え
方
と
多
少
な
り
と
も
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　『
歴
代
名
画
記
』
と
『
性
霊
集
』
と
を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
両
者
と
も

に
、
書
（
あ
る
い
は
画
）
が
家
族
や
社
会
と
い
っ
た
人
間
関
係
の
み
な
ら
ず
、

自
然
と
も
密
接
に
関
わ
り
が
あ
る
も
の
だ
と
い
う
、
共
通
し
た
認
識
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
『
性
霊
集
』
で
は
、「
心
地
の
蟄
字
を
抜
く
」
と

い
っ
て
か
ら
、
ま
ず
空
海
独
自
の
書
に
対
す
る
考
え
や
学
書
の
「
秘
訣
」
を
余

す
こ
と
な
く
披
瀝
し
、
そ
の
後
「
此
れ
等
の
深
義
、
悉
く
字
字
に
縕
む
」
の
一

節
で
締
め
括
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
空
海
は
個
々
人
の
道
徳
や
良
好
な
社
会

秩
序
、
更
に
は
自
然
な
ど
、
そ
れ
ら
の
道
理
が
書・

そ・

の・

も・

の・

の・

う・

ち・

に・

す
べ
て

含
み
込
ま
れ
て
い
る
、
換
言
す
れ
ば
、
学
書
と
は
延
い
て
は
こ
れ
ら
諸
道
理
を

修
得
す
る
こ
と
で
も
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
歴
代
名
画

記
』
に
お
い
て
も
、「
夫
れ
画
な
る
者
は
、
教
化
を
成
し
、
人
倫
を
助
け
、
神

変
を
窮
め
、
幽
微
を
測
り
、
六
籍
と
功
を
同
じ
く
し
、
四
時
と
並
び
運
る
。
天

然
に
発
し
、
述
作
に
由
る
に
非
ず
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
画
が
「
六
籍
」（
儒
教

（
8
）
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称
、『
説
文
解
字
』
序
な
ど
に
見
ら
れ
る
文
字
の
発
明
、
ま
た
漢
魏
以
来
の
中

国
書
論
の
中
で
多
く
言
及
さ
れ
る
事
象
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
関
連
す
る
記
述

が
散
見
さ
れ
た
。

　
二
点
目
は
、
同
様
の
事
象
に
つ
い
て
検
討
し
た
り
、
同
様
の
書
論
を
引
用
し

た
り
す
る
場
合
で
も
、
空
海
の
書
論
と
中
国
書
論
と
で
は
、
類
似
し
重
複
す
る

部
分
が
指
摘
で
き
る
一
方
で
、
仔
細
に
分
析
す
る
と
、
両
者
に
は
厳
然
と
し
た

差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
部
分
に
こ
そ
、
中
国
書
論
に

は
な
い
空
海
独
自
の
見
解
が
表
出
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
中
国
書
論
の
受
容

を
経
た
、
日
本
書
道
の
発
展
性
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
空
海
は
日
本
書
道
史
に
お
け
る
重
要
な
人
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

の
ち
の
日
本
書
道
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
章

　『才
葉
抄
』
に
お
け
る
『
太
平
御
覧
』
の
影
響

　
空
海
の
『
性
霊
集
』
か
ら
藤
原
教
長
の
『
才
葉
抄
』
が
成
書
す
る
ま
で
、

三
百
年
以
上
も
の
長
い
歳
月
が
経
過
し
て
お
り
、
両
者
で
は
書
に
関
す
る
論
述

に
も
明
ら
か
な
差
異
が
見
ら
れ
る
。

　『
性
霊
集
』
は
、
前
章
で
検
討
を
加
え
た
よ
う
に
、
書
の
歴
史
や
審
美
観
な

ど
の
記
述
に
お
い
て
中
国
書
論
か
ら
の
影
響
が
垣
間
見
え
る
一
方
で
、
こ
れ
ら

の
議
論
は
よ
り
全
般
的
・
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
細
か
な
点
画
や
学
書
時

に
参
照
す
べ
き
手
本
な
ど
と
い
っ
た
、
書
に
関
す
る
具
体
的
な
問
題
に
は
触
れ

な
い
。
ま
た
、『
性
霊
集
』
は
空
海
の
詩
文
を
編
纂
し
た
も
の
で
、
専・

門・

的・

書・

論・

で
は
な
く
、
た
め
に
書
に
つ
い
て
の
論
述
は
分
散
的
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
『
才
葉
抄
』
は
、
藤
原
教
長
が
専
門
的
か
つ
具
体
的
に
書
に
つ

鑑
み
る
者
は
写
か
ず
、
写
く
者
は
鑑
み
ず
。
鑑
み
る
者
は
興
来
れ
ば
、
則

ち
書
し
て
其
の
奇
逸
を
遺
す
。
写
く
者
は
終
日
、
矻
矻
と
し
て
之
を
調
句

に
快
し
、
と
。）

　
こ
れ
は
空
海
が
入
唐
時
に
師
事
し
た
人
物
の
言
と
し
て
述
べ
て
い
る
箇
所
で

あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
、
伝
・
衛
夫
人
「
筆
陣
図
」
と
い
う
中
国
書
論
の
内

容
を
直
接
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

近
代
以
来
、
殊
不
師
古
、
而
縁
情
棄
道
、
纔
記
姓
名
。
或
学
不
該
贍
、
聞

見
又
寡
、
致
使
成
功
不
就
、
虚
費
精
神
。
…
…
善
鑑
者
不
写
、
善
写
者
不

鑑
。

　
し
か
し
、『
性
霊
集
』
の
「
鑑
者
不
写
、
写
者
不
鑑
」
と
「
筆
陣
図
」
の

「
善
鑑
者
不
写
、
善
写
者
不
鑑
」
と
い
う
両
者
の
表
現
を
比
較
し
て
み
る
と
、

後
者
で
は
「
善
」
字
が
副
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
更
に
そ
の
内
容
を
見
る

と
、
学
書
に
お
け
る
古
人
の
書
跡
の
重
要
性
や
鑑
賞
と
書
作
と
の
関
連
性
な
ど

に
つ
い
て
も
論
述
し
て
い
る
。
一
方
で
『
性
霊
集
』
は
、「
善
」
字
が
な
く
、

ま
た
内
容
に
お
い
て
も
鑑
賞
と
書
作
の
違
い
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
み
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
仔
細
に
検
討
を
加
え
る
と
、
一
見
共
通
し
た
表
現
で
あ
っ

て
も
、
す
べ
て
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
、
空
海
の
『
性
霊
集
』
を
取
り
上
げ
て
、
中
国
書
論
と
の
関
連
性
に
つ

い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で
改
め
て
、
本
章
で
検
討
し
た
内
容
を
ま
と
め
て
み

る
と
、『
性
霊
集
』
の
記
述
の
傾
向
、
す
な
わ
ち
空
海
に
よ
る
中
国
書
論
の
受

容
の
有
り
様
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

　
一
点
目
と
し
て
、
中
国
の
書
論
を
直
接
引
用
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細

な
分
析
を
加
え
る
と
い
っ
た
箇
所
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
例
え
ば
蔡
邕
「
筆
論
」
や
王
羲
之
「
筆
経
」
な
ど
の
中
国
書
論
の
名

六
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よ
わ
し
。
や
さ
し
き
は
徳
、
よ
わ
き
は
失
な
り
。
行
成
は
、
打
付
に
愛
敬

あ
り
て
、
手
の
少
し
正
念
な
き
な
り
。
愛
は
徳
、
正
念
な
き
は
失
な
り
。

故
に
太
平
御
覧
に
は
、
骨
多
く
肉
少
な
き
は
筋
書
、
肉
多
く
骨
少
な
き
は

墨
猪
、
力
多
く
し
て
筋
ゆ
た
か
な
る
は
聖
な
り
。
力
な
く
筋
な
き
は
病
な

り
と
云
々
。

　
右
の
傍
線
部
に
つ
い
て
、『
太
平
御
覧
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
相
当
す
る
記
述
は
、

衛
夫
人
筆
陣
図
曰
、
若
初
学
書
、
先
須
大
書
，
不
得
従
小
。
善
鑑
者
不

写
、
善
写
者
不
鑑
。
多
骨
微
肉
者
筋
書
、
多
肉
微
骨
者
墨
猪
。
多
力
豊
筋

者
聖
、
無
力
無
筋
者
病
。
一
一
従
其
消
息
而
用
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、『
太
平
御
覧
』
の
中
（
巻
七
四
八
・
工
芸
部
五
・
書
中
）
に

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
衛
夫
人
「
筆
陣
図
」
を
引
用
し
た
も
の
と
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
も
確
認
で
き
る
。

物
を
書
く
に
は
、
よ
く
よ
く
心
を
調
じ
て
思
量
す
べ
し
。
荒
く
書
く
事
な

し
。
猶
々
存
ず
べ
き
事
、
太
平
御
覧
に
は
軍
陣
に
向
い
て
合
戦
な
る
べ
く

思
う
な
り
云
々
。
ま
た
云
う
。
右
軍
、
衛
夫
人
筆
陣
の
図
に
題
し
て
曰
く

「
そ
れ
紙
は
陣
な
り
。
筆
は
刀
矟
な
り
。
墨
は
鍪
甲
な
り
。
水
硯
は
城
池

な
り
。
本
師
は
将
軍
な
り
。
心
意
は
副
将
な
り
。
結
構
は
謀
略
な
り
。
颺

筆
は
吉
凶
な
り
。
出
入
は
号
令
な
り
。
屈
折
は
殺
戮
な
り
。
そ
れ
書
か
ん

と
欲
し
て
、
ま
ず
墨
を
研
ぎ
、
神
を
凝
ら
し
て
、
思
い
を
静
か
に
し
、
あ

ら
か
じ
め
字
形
の
大
小
偃
仰
平
直
振
動
を
想
い
、
筋
骨
を
し
て
相
連
ね
し

め
、
意
筆
前
に
在
り
て
、
然
る
後
、
字
を
作
す
云
々
」
と
。
一
番
に
知
る

べ
き
な
り
。

　
先
に
示
し
た
例
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
ま
た
、

い
て
言
及
し
た
著
作
で
あ
り
、
よ
り
集
中
的
に
書
に
つ
い
て
の
考
え
が
表
出
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
当
時
に
お
け
る
学
書
の
形
式
は
「
口
伝
心
授
」
と
称
さ
れ

る
よ
う
な
秘
伝
で
あ
っ
て
、
ま
た
「
流
派
」
の
形
成
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
書
文
化
の
新
た
な
潮
流
の
中
で
生
ま
れ
た
『
才
葉
抄
』

に
は
、
前
章
で
検
討
し
た
空
海
独
自
の
書
論
と
同
じ
よ
う
に
、
中
国
書
論
に
基

づ
き
つ
つ
も
新
た
な
展
開
を
示
し
た
見
解
の
痕
跡
が
窺
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
本
章
で
は
、『
才
葉
抄
』
を
取
り
上
げ
て
、
当
時
に
お
け
る
書
文
化

の
変
容
や
中
国
書
論
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
予
定
で
あ
る
。
尚
、
紙

幅
の
都
合
上
、
主
に
空
海
『
性
霊
集
』
の
記
述
と
関
連
す
る
部
分
を
例
に
挙
げ

て
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　『
才
葉
抄
』
の
成
書
は
平
安
時
代
末
期
と
考
え
ら
れ
、
中
国
で
は
宋
代
に
相

当
す
る
。
そ
の
た
め
、『
才
葉
抄
』
の
中
に
は
、
北
宋
初
期
に
勅
命
を
奉
じ
て

編
纂
さ
れ
、
日
本
に
も
齎
さ
れ
た
中
国
の
代
表
的
類
書
で
あ
る
『
太
平
御
覧
』

を
引
用
し
た
部
分
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
対
応
関
係
を
以
下
に
示
そ
う
。

真
の
物
は
、
第
一
の
大
事
な
り
。
唐
人
は
、
ま
ず
こ
れ
を
習
う
な
り
。
我

が
朝
に
も
し
か
る
か
。
近
代
は
、
皆
行
の
物
を
先
に
習
え
り
。
さ
れ
ば
真

に
達
し
た
る
人
稀
な
り
。
少
々
文
字
不
具
な
れ
ど
も
、
能
書
の
様
と
て
書

き
様
有
り
。
ま
た
、
た
だ
さ
わ
さ
わ
と
ゆ
が
ま
ず
、
文
字
の
座
も
は
た
ら

か
ず
書
き
た
る
一
の
品
な
り
。
宋
朝
の
欧
陽
が
真
は
、
か
く
の
ご
と
き
な

り
。
こ
れ
は
少
し
愛
を
取
る
な
り
。
心
よ
り
愛
敬
の
あ
る
は
難
な
り
。
す

べ
て
上
古
の
能
書
も
、
皆
満
足
す
る
事
は
難
な
り
。
さ
れ
ば
法
性
寺
殿

は
、
む
か
し
の
手
書
き
に
は
、
道
風
、
佐
理
、
行
成
、
こ
の
三
人
を
能
書

と
宣
え
り
。
こ
の
三
人
に
三
徳
三
失
あ
る
な
り
。
道
風
は
、
強
く
書
き
て

少
し
俗
道
な
り
。
強
き
は
徳
、
俗
道
は
失
な
り
。
佐
理
は
や
さ
し
く
し
て

七
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よ
わ
し
。
や
さ
し
き
は
徳
、
よ
わ
き
は
失
な
り
。
行
成
は
、
打
付
に
愛
敬

あ
り
て
、
手
の
少
し
正
念
な
き
な
り
。
愛
は
徳
、
正
念
な
き
は
失
な
り
。

故
に
太
平
御
覧
に
は
、
骨
多
く
肉
少
な
き
は
筋
書
、
肉
多
く
骨
少
な
き
は

墨
猪
、
力
多
く
し
て
筋
ゆ
た
か
な
る
は
聖
な
り
。
力
な
く
筋
な
き
は
病
な

り
と
云
々
。

　
右
の
傍
線
部
に
つ
い
て
、『
太
平
御
覧
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
相
当
す
る
記
述
は
、

衛
夫
人
筆
陣
図
曰
、
若
初
学
書
、
先
須
大
書
，
不
得
従
小
。
善
鑑
者
不

写
、
善
写
者
不
鑑
。
多
骨
微
肉
者
筋
書
、
多
肉
微
骨
者
墨
猪
。
多
力
豊
筋

者
聖
、
無
力
無
筋
者
病
。
一
一
従
其
消
息
而
用
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、『
太
平
御
覧
』
の
中
（
巻
七
四
八
・
工
芸
部
五
・
書
中
）
に

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
衛
夫
人
「
筆
陣
図
」
を
引
用
し
た
も
の
と
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
も
確
認
で
き
る
。

物
を
書
く
に
は
、
よ
く
よ
く
心
を
調
じ
て
思
量
す
べ
し
。
荒
く
書
く
事
な

し
。
猶
々
存
ず
べ
き
事
、
太
平
御
覧
に
は
軍
陣
に
向
い
て
合
戦
な
る
べ
く

思
う
な
り
云
々
。
ま
た
云
う
。
右
軍
、
衛
夫
人
筆
陣
の
図
に
題
し
て
曰
く

「
そ
れ
紙
は
陣
な
り
。
筆
は
刀
矟
な
り
。
墨
は
鍪
甲
な
り
。
水
硯
は
城
池

な
り
。
本
師
は
将
軍
な
り
。
心
意
は
副
将
な
り
。
結
構
は
謀
略
な
り
。
颺

筆
は
吉
凶
な
り
。
出
入
は
号
令
な
り
。
屈
折
は
殺
戮
な
り
。
そ
れ
書
か
ん

と
欲
し
て
、
ま
ず
墨
を
研
ぎ
、
神
を
凝
ら
し
て
、
思
い
を
静
か
に
し
、
あ

ら
か
じ
め
字
形
の
大
小
偃
仰
平
直
振
動
を
想
い
、
筋
骨
を
し
て
相
連
ね
し

め
、
意
筆
前
に
在
り
て
、
然
る
後
、
字
を
作
す
云
々
」
と
。
一
番
に
知
る

べ
き
な
り
。

　
先
に
示
し
た
例
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
ま
た
、

い
て
言
及
し
た
著
作
で
あ
り
、
よ
り
集
中
的
に
書
に
つ
い
て
の
考
え
が
表
出
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
当
時
に
お
け
る
学
書
の
形
式
は
「
口
伝
心
授
」
と
称
さ
れ

る
よ
う
な
秘
伝
で
あ
っ
て
、
ま
た
「
流
派
」
の
形
成
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
書
文
化
の
新
た
な
潮
流
の
中
で
生
ま
れ
た
『
才
葉
抄
』

に
は
、
前
章
で
検
討
し
た
空
海
独
自
の
書
論
と
同
じ
よ
う
に
、
中
国
書
論
に
基

づ
き
つ
つ
も
新
た
な
展
開
を
示
し
た
見
解
の
痕
跡
が
窺
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
本
章
で
は
、『
才
葉
抄
』
を
取
り
上
げ
て
、
当
時
に
お
け
る
書
文
化

の
変
容
や
中
国
書
論
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
予
定
で
あ
る
。
尚
、
紙

幅
の
都
合
上
、
主
に
空
海
『
性
霊
集
』
の
記
述
と
関
連
す
る
部
分
を
例
に
挙
げ

て
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　『
才
葉
抄
』
の
成
書
は
平
安
時
代
末
期
と
考
え
ら
れ
、
中
国
で
は
宋
代
に
相

当
す
る
。
そ
の
た
め
、『
才
葉
抄
』
の
中
に
は
、
北
宋
初
期
に
勅
命
を
奉
じ
て

編
纂
さ
れ
、
日
本
に
も
齎
さ
れ
た
中
国
の
代
表
的
類
書
で
あ
る
『
太
平
御
覧
』

を
引
用
し
た
部
分
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
対
応
関
係
を
以
下
に
示
そ
う
。

真
の
物
は
、
第
一
の
大
事
な
り
。
唐
人
は
、
ま
ず
こ
れ
を
習
う
な
り
。
我

が
朝
に
も
し
か
る
か
。
近
代
は
、
皆
行
の
物
を
先
に
習
え
り
。
さ
れ
ば
真

に
達
し
た
る
人
稀
な
り
。
少
々
文
字
不
具
な
れ
ど
も
、
能
書
の
様
と
て
書

き
様
有
り
。
ま
た
、
た
だ
さ
わ
さ
わ
と
ゆ
が
ま
ず
、
文
字
の
座
も
は
た
ら

か
ず
書
き
た
る
一
の
品
な
り
。
宋
朝
の
欧
陽
が
真
は
、
か
く
の
ご
と
き
な

り
。
こ
れ
は
少
し
愛
を
取
る
な
り
。
心
よ
り
愛
敬
の
あ
る
は
難
な
り
。
す

べ
て
上
古
の
能
書
も
、
皆
満
足
す
る
事
は
難
な
り
。
さ
れ
ば
法
性
寺
殿

は
、
む
か
し
の
手
書
き
に
は
、
道
風
、
佐
理
、
行
成
、
こ
の
三
人
を
能
書

と
宣
え
り
。
こ
の
三
人
に
三
徳
三
失
あ
る
な
り
。
道
風
は
、
強
く
書
き
て

少
し
俗
道
な
り
。
強
き
は
徳
、
俗
道
は
失
な
り
。
佐
理
は
や
さ
し
く
し
て

七
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空
海
の
慎
重
な
執
筆
態
度
が
教
長
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
両
者

の
関
連
性
に
つ
い
て
は
無
論
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
な
い
が
、
こ
こ
で
は
両

書
の
類
似
点
の
み
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
た
、
先
に
掲
げ
た
『
才
葉
抄
』
の
一
条
目
で
は
、
平
安
時
代
末
期
に
お
い

て
「
行
書
先
習
」
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
よ
り
楷
書
に
長
じ

た
人
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、「
三
跡
」
の
書
を
評
価
の
対
象

と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、「
筆
陣
図
」
を
引
用
し
て
、
学
書
の
際
の
各
方
面
に

わ
た
る
調
和
や
書
の
安
定
性
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
教
長
が
楷

書
を
最
も
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
更
に
い
え
ば
、『
性
霊
集
』

で
は
書
の
全
般
的
・
抽
象
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
記
述
が
主
で
あ
っ
た
が
、
一

方
『
才
葉
抄
』
は
、
個
別
の
書
体
に
つ
い
て
論
じ
る
な
ど
、
よ
り
専
門
的
な
論

述
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
次
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

手
を
習
う
に
は
、
本
の
筆
づ
か
い
、
意
趣
を
心
得
ず
し
て
、
た
だ
学
び
ま

た
習
い
た
る
文
字
ば
か
り
を
お
ぼ
え
て
は
、
習
わ
ざ
る
字
は
書
か
れ
ざ
る

な
り
。
大
旨
だ
に
も
得
つ
れ
ば
、
自
然
に
似
る
事
な
り
。
手
本
の
意
趣
を

心
得
る
事
は
、
未
練
の
時
は
知
り
難
し
。
先
達
に
習
う
べ
き
な
り
。
手
跡

に
て
人
の
心
の
程
は
知
ら
る
な
り
。
さ
れ
ば
相
構
え
て
異
様
に
書
く
べ
か

ら
ず
。
故
に
本
文
に
曰
く
「
筆
を
用
う
る
は
心
に
在
り
、
心
正
し
け
れ
ば

則
ち
筆
正
し
」
と
な
り
。

　
右
の
傍
線
部
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、『
太
平
御
覧
』
に
は
、
以
下
の
よ

う
に
見
え
る
。

穆
宗
政
僻
、
嘗
問
公
権
用
筆
何
尽
善
、
対
曰
、
用
筆
在
心
、
心
正
則
筆

正
。
上
改
容
、
知
筆
諫
也
。

王
右
軍
題
衛
夫
人
筆
陣
図
後
曰
、
夫
紙
者
、
陣
也
。
筆
者
、
刀
弰
也
。
墨

者
、
鍪
甲
也
。
水
硯
者
、
城
池
也
。
心
意
者
、
将
軍
也
。
本
領
者
、
将
副

也
。
結
構
者
、
謀
画
也
。
颺
筆
者
、
吉
凶
也
。
出
入
者
、
号
令
也
。
屈
折

者
、
殺
戮
也
。
夫
欲
書
者
、
先
乾
研
墨
、
凝
神
静
思
、
預
想
字
形
大
小
偃

仰
平
直
振
動
、
令
筋
脈
相
連
、
意
在
筆
前
、
然
後
作
字
。
若
平
直
相
似
、

状
如
筭
子
、
便
不
是
書
、
但
得
其
点
画
耳
。

と
あ
る
『
太
平
御
覧
』
中
の
記
述
（
巻
七
四
八
・
工
芸
部
五
・
書
中
）
を
参
照
・

引
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
才
葉
抄
』
中
の
「
筆
陣
図
」
に
関
す
る
二

条
は
、
い
ず
れ
も
確
か
に
『
太
平
御
覧
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
一
条
目
は
「
故
に
太
平
御
覧
に
は
…
…
」
と
、『
太

平
御
覧
』
の
書
名
を
掲
げ
る
も
、
衛
夫
人
の
名
や
「
筆
陣
図
」
の
名
称
は
記
さ

れ
て
お
ら
ず
、
一
方
で
二
条
目
に
は
、「
太
平
御
覧
に
は
…
…
。
ま
た
云
う
。

右
軍
、
衛
夫
人
筆
陣
の
図
に
題
し
て
曰
く
…
…
」
と
、『
太
平
御
覧
』
の
書
名

と
と
も
に
、「
筆
陣
図
」
や
「
右
軍
」、
す
な
わ
ち
王
羲
之
の
名
が
見
え
る
。
更

に
、
両
条
の
『
太
平
御
覧
』
に
お
け
る
引
用
箇
所
は
、
同
一
巻
に
、
し
か
も
相

前
後
直
接
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
才
葉
抄
』
の
筆
者
で
あ
る

藤
原
教
長
は
、
こ
れ
ら
の
出
典
と
し
て
衛
夫
人
「
筆
陣
図
」
が
あ
る
こ
と
を
当

然
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
上
記
の
よ
う
な
記
述
の
揺

れ
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
一
章
で
検
討
を
加
え
た
空
海
『
性
霊
集
』
巻
四
「
書
劉
廷
芝
集
奉
献
表
」

に
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
師
」（
こ
れ
が
一
体
誰
で
あ
る
か
は
明
確
に

述
べ
ら
れ
て
い
な
い
）
の
言
と
し
て
「
筆
陣
図
」
を
直
接
に
引
用
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
衛
夫
人
や
「
筆
陣
図
」
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
あ
る

い
は
、
こ
の
よ
う
な
当
該
言
説
を
軽
々
に
「
筆
陣
図
」
で
あ
る
と
認
め
な
い
、

八

日本の書論に見る中国書論の受容

え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
。
一
方
で
、『
才
葉
抄
』
は
書
に
つ
い
て

の
専
門
的
評
論
で
あ
る
が
、
書
の
技
法
や
学
書
の
方
法
な
ど
具
体
的
な
話
柄
が

多
く
、
微
視
的
に
書
を
捉
え
た
評
論
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
本
稿
で
仔
細
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
両
者
は
と
も
に
中
国
書
論
を
引

用
し
自
説
を
補
強
し
て
い
る
が
、『
性
霊
集
』
は
中
国
書
論
を
引
用
し
つ
つ
も
、

そ
の
解
釈
に
お
い
て
は
も
と
の
書
論
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
空
海
独
自
の
見

解
が
表
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、『
才
葉
抄
』
は
そ
れ
に
比
し
て
、
中

国
書
論
と
異
な
っ
た
新
た
な
解
釈
が
付
加
さ
れ
る
場
合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
し
か
し
、
確
か
に
『
性
霊
集
』
に
は
中
国
書
論
か
ら
の
展
開
が
認
め
ら
れ
る

も
、
や
は
り
中
国
書
論
か
ら
の
影
響
は
甚
大
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
一
方
で
、『
才
葉
抄
』
に
散
見
す
る
通
俗
的
な
書
論
は
、
中
国
書
論
に
お

け
る
「
書
訣
」
に
相
当
し
よ
う
が
、
あ
る
い
は
当
時
の
日
本
の
書
文
化
を
あ
る

程
度
反
映
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
以
上
ま
と
め
れ
ば
、
両
書
そ
の
も
の
の
書
籍
と
し
て
の
性
格
の
相
違
や
、
両

書
の
み
で
概
観
す
る
こ
と
の
限
界
は
当
然
あ
る
と
し
て
も
、
日
本
書
論
の
趨
勢

と
し
て
、
中
国
書
論
の
影
響
を
色
濃
く
反
映
し
た
巨
視
的
書
論
か
ら
、
日
本
書

道
の
状
況
に
基
づ
き
そ
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
微
視
的
書
論
へ
と
い
う
変
遷

は
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
注
）

（
１
）

空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
の
詩
や
碑
文
な
ど
を
、
弟
子
の
真
済
が
編
集
し
た
も

の
で
あ
る
。
八
三
五
年
（
承
和
二
）
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。

（
２
）

藤
原
教
長
の
撰
。
本
文
の
首
に
、
一
一
七
七
年
（
安
元
三
年
、
治
承
元
年
）
に
教

　
学
書
の
心
構
え
に
つ
い
て
述
べ
た
『
才
葉
抄
』
の
右
の
条
に
は
、
第
一
章
で

も
取
り
上
げ
た
「
筆
を
用
う
る
は
心
に
在
り
、
心
正
し
け
れ
ば
則
ち
筆
正
し
」

と
い
う
唐
・
柳
公
権
の
有
名
な
諫
言
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
本
文
」
す
な
わ

ち
こ
の
出
典
も
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
『
太
平
御
覧
』
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
（
巻
七
四
七
・
工
芸
部
四
・
書
上
に
あ
る
。
更
に
、
ほ
ぼ
同
文
が
巻
四
五
四

お
よ
び
巻
六
〇
五
に
も
見
え
る
）。
ま
た
、『
才
葉
抄
』
で
は
、
学
書
の
際
に
は

手
本
の
「
意
趣
」
や
「
大
旨
」
を
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
書
跡

に
よ
っ
て
「
人
の
心
の
程
」
が
わ
か
る
こ
と
な
ど
、
あ
く
ま
で
「
手
を
習
う
」

こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
上
で
、
柳
公
権
の
諫
言
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
明
ら
か
に
そ
れ
が
も
つ
本
来
的
な
意
味
合
い
か
ら
乖
離
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
以
上
、
本
章
で
は
『
才
葉
抄
』
に
お
け
る
中
国
書
論
の
受
容
の
実
態
に
つ
い

て
、
さ
さ
や
か
な
考
察
を
試
み
た
。
本
書
が
も
の
さ
れ
た
平
安
時
代
後
期
に

は
、
中
国
書
論
を
援
用
し
つ
つ
技
術
的
側
面
の
向
上
に
特
化
し
た
書
論
が
生
み

出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
書
論
を
必
要
と
す
る
ほ

ど
に
技
量
を
云
々
す
る
書
文
化
が
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お

　わ

　り

　に

　
本
稿
の
最
後
に
、
空
海
『
性
霊
集
』
と
藤
原
教
長
『
才
葉
抄
』
と
を
改
め
て

比
較
し
て
み
る
と
、『
性
霊
集
』
は
専
門
的
書
論
と
見
な
す
こ
と
は
難
し
い
が
、

収
録
さ
れ
た
種
々
の
上
表
文
の
中
で
、
書
に
関
す
る
評
論
や
批
評
が
積
極
的
に

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
は
書
法
の
み
な
ら
ず
、
第
一
章
で
検
討
を
加

え
た
よ
う
に
、
書
の
教
化
性
な
ど
広
汎
に
わ
た
っ
て
お
り
、
書
を
よ
り
広
く
捉

九
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日本の書論に見る中国書論の受容

え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
。
一
方
で
、『
才
葉
抄
』
は
書
に
つ
い
て

の
専
門
的
評
論
で
あ
る
が
、
書
の
技
法
や
学
書
の
方
法
な
ど
具
体
的
な
話
柄
が

多
く
、
微
視
的
に
書
を
捉
え
た
評
論
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
本
稿
で
仔
細
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
両
者
は
と
も
に
中
国
書
論
を
引

用
し
自
説
を
補
強
し
て
い
る
が
、『
性
霊
集
』
は
中
国
書
論
を
引
用
し
つ
つ
も
、

そ
の
解
釈
に
お
い
て
は
も
と
の
書
論
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
空
海
独
自
の
見

解
が
表
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、『
才
葉
抄
』
は
そ
れ
に
比
し
て
、
中

国
書
論
と
異
な
っ
た
新
た
な
解
釈
が
付
加
さ
れ
る
場
合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
し
か
し
、
確
か
に
『
性
霊
集
』
に
は
中
国
書
論
か
ら
の
展
開
が
認
め
ら
れ
る

も
、
や
は
り
中
国
書
論
か
ら
の
影
響
は
甚
大
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
一
方
で
、『
才
葉
抄
』
に
散
見
す
る
通
俗
的
な
書
論
は
、
中
国
書
論
に
お

け
る
「
書
訣
」
に
相
当
し
よ
う
が
、
あ
る
い
は
当
時
の
日
本
の
書
文
化
を
あ
る

程
度
反
映
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
以
上
ま
と
め
れ
ば
、
両
書
そ
の
も
の
の
書
籍
と
し
て
の
性
格
の
相
違
や
、
両

書
の
み
で
概
観
す
る
こ
と
の
限
界
は
当
然
あ
る
と
し
て
も
、
日
本
書
論
の
趨
勢

と
し
て
、
中
国
書
論
の
影
響
を
色
濃
く
反
映
し
た
巨
視
的
書
論
か
ら
、
日
本
書

道
の
状
況
に
基
づ
き
そ
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
微
視
的
書
論
へ
と
い
う
変
遷

は
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
注
）

（
１
）
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
の
詩
や
碑
文
な
ど
を
、
弟
子
の
真
済
が
編
集
し
た
も

の
で
あ
る
。
八
三
五
年
（
承
和
二
）
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。

（
２
）

藤
原
教
長
の
撰
。
本
文
の
首
に
、
一
一
七
七
年
（
安
元
三
年
、
治
承
元
年
）
に
教

　
学
書
の
心
構
え
に
つ
い
て
述
べ
た
『
才
葉
抄
』
の
右
の
条
に
は
、
第
一
章
で

も
取
り
上
げ
た
「
筆
を
用
う
る
は
心
に
在
り
、
心
正
し
け
れ
ば
則
ち
筆
正
し
」

と
い
う
唐
・
柳
公
権
の
有
名
な
諫
言
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
本
文
」
す
な
わ

ち
こ
の
出
典
も
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
『
太
平
御
覧
』
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
（
巻
七
四
七
・
工
芸
部
四
・
書
上
に
あ
る
。
更
に
、
ほ
ぼ
同
文
が
巻
四
五
四

お
よ
び
巻
六
〇
五
に
も
見
え
る
）。
ま
た
、『
才
葉
抄
』
で
は
、
学
書
の
際
に
は

手
本
の
「
意
趣
」
や
「
大
旨
」
を
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
書
跡

に
よ
っ
て
「
人
の
心
の
程
」
が
わ
か
る
こ
と
な
ど
、
あ
く
ま
で
「
手
を
習
う
」

こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
上
で
、
柳
公
権
の
諫
言
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
明
ら
か
に
そ
れ
が
も
つ
本
来
的
な
意
味
合
い
か
ら
乖
離
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
以
上
、
本
章
で
は
『
才
葉
抄
』
に
お
け
る
中
国
書
論
の
受
容
の
実
態
に
つ
い

て
、
さ
さ
や
か
な
考
察
を
試
み
た
。
本
書
が
も
の
さ
れ
た
平
安
時
代
後
期
に

は
、
中
国
書
論
を
援
用
し
つ
つ
技
術
的
側
面
の
向
上
に
特
化
し
た
書
論
が
生
み

出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
書
論
を
必
要
と
す
る
ほ

ど
に
技
量
を
云
々
す
る
書
文
化
が
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お

　わ

　り

　に

　
本
稿
の
最
後
に
、
空
海
『
性
霊
集
』
と
藤
原
教
長
『
才
葉
抄
』
と
を
改
め
て

比
較
し
て
み
る
と
、『
性
霊
集
』
は
専
門
的
書
論
と
見
な
す
こ
と
は
難
し
い
が
、

収
録
さ
れ
た
種
々
の
上
表
文
の
中
で
、
書
に
関
す
る
評
論
や
批
評
が
積
極
的
に

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
は
書
法
の
み
な
ら
ず
、
第
一
章
で
検
討
を
加

え
た
よ
う
に
、
書
の
教
化
性
な
ど
広
汎
に
わ
た
っ
て
お
り
、
書
を
よ
り
広
く
捉

九
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王　　娜婷・増田　知之

す
。」

（
７
）

当
該
部
分
の
現
代
語
訳
は
下
記
の
と
お
り
。「
し
か
し
な
が
ら
わ
た
く
し
の
志
す

道
は
、
仏
の
道
で
あ
っ
て
書
の
道
と
は
別
な
の
で
、
ま
っ
た
く
心
に
留
め
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
、
聖
上
の
雷
の
よ
う
に
に
わ
か
に
わ
た
く
し
下
さ
っ
た
お

言
葉
に
よ
っ
て
、
心
の
中
に
ひ
そ
ん
で
い
た
書
法
の
秘
訣
が
呼
び
さ
ま
さ
れ
ま
し

た
。
わ
た
く
し
は
六
書
の
す
ぐ
れ
た
も
の
を
折
り
と
り
、
八
体
の
す
ぐ
れ
た
も
の

を
摘
み
と
っ
て
自
分
の
も
の
に
し
ま
し
た
。
ま
た
自
在
な
筆
の
運
び
を
鼎
能
の
王

羲
之
の
書
に
学
び
、
す
ぐ
れ
た
筆
の
動
き
を
草
聖
の
張
芝
の
書
に
ま
ね
て
い
ま

す
。
山
水
の
自
然
に
心
を
寄
せ
て
性
情
を
一
時
解
放
し
、
老
少
に
則
っ
て
始
め
か

ら
終
わ
り
ま
で
書
き
ま
す
。
書
の
点
画
の
形
勢
に
は
、
君
臣
風
化
の
道
を
、
字
の

上
の
画
と
下
の
画
の
関
係
に
含
み
、
夫
婦
義
貞
の
行
な
い
を
、
陰
点
と
陽
点
の
関

係
に
蔵
し
て
い
ま
す
。
ま
た
点
画
間
の
照
応
調
和
の
さ
ま
に
は
、
主
人
と
賓
客
と

が
た
が
い
に
ゆ
ず
り
合
い
、
兄
弟
が
仲
良
く
通
じ
合
う
よ
う
な
様
子
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
書
に
は
、
三
才
が
変
化
し
て
万
物
を
造
り
出
し
運
行
し
、
四
序
が
万
物

を
生
ん
だ
り
殺
し
た
り
す
る
、
そ
う
い
う
天
地
自
然
の
道
理
が
備
わ
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
字
の
結
構
の
仕
方
に
は
、
身
分
の
尊
い
者
と
卑
し
い
者
と
が
た
が
い
に

敬
っ
た
り
愛
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
、
大
き
い
も
の
と
小
さ
い
も
の
と
の
間
に
長
幼

の
秩
序
が
あ
る
よ
う
な
法
則
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
字
の
行
間
の
章
法
に
は
、
と
な

り
村
同
士
が
仲
良
く
平
和
な
よ
う
な
、
世
の
中
全
体
が
つ
つ
し
み
う
や
う
や
し
く

泰
平
な
様
子
で
あ
る
よ
う
な
調
和
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
深
い
道
義
が
、
す
べ

て
一
字
一
字
の
中
に
包
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。」

（
８
）

張
彦
遠
は
ま
た
、
漢
か
ら
唐
の
歴
代
書
論
を
収
録
し
た
『
法
書
要
録
』（
九
世
紀

成
書
）
を
編
纂
し
て
い
る
。

（
９
）

当
該
部
分
の
現
代
語
訳
は
下
記
の
と
お
り
。「
わ
た
く
し
が
唐
土
で
書
道
の
師
に

聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、「
よ
く
書
の
意
を
見
分
け
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、

書
の
形
を
ま
ね
し
て
書
か
ず
、
書
の
形
を
う
ま
く
ま
ね
し
て
書
く
こ
と
の
で
き
る

者
は
、
書
の
意
を
見
分
け
ら
れ
な
い
。
書
の
意
を
理
解
す
る
者
は
、
感
興
が
湧
い

て
き
た
と
き
に
は
じ
め
て
書
い
て
、
不
思
議
な
ほ
ど
に
自
由
で
優
れ
た
表
現
を
の

こ
す
。
書
の
形
を
ま
ね
る
の
が
う
ま
い
者
は
、
一
日
じ
ゅ
う
い
つ
も
せ
っ
せ
と
つ

と
め
て
、
字
の
形
を
き
れ
い
に
と
と
の
え
て
書
く
こ
と
に
気
持
を
よ
ろ
こ
ば
す
」

と
い
っ
て
い
ま
し
た
。」

長
が
高
野
山
庵
室
で
口
伝
し
た
旨
の
記
述
が
あ
る
。
本
文
は
四
十
八
条
か
ら
な

り
、
学
書
の
心
構
え
や
書
跡
の
善
し
悪
し
、
筆
法
の
要
点
な
ど
を
示
し
て
い
る
。

藤
原
教
長
は
、
関
白
師
実
の
孫
、
大
納
言
忠
教
の
子
、
参
議
正
三
位
に
昇
り
、
能

書
、
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
た
。

（
３
）
当
該
部
分
の
現
代
語
訳
は
下
記
の
と
お
り
。『
精
萃
図
説
書
法
論
』
第
九
巻
（
西

東
書
房
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。
ま
た
、
以
下
の
『
性
霊
集
』
の
現
代
語
訳
に
つ

い
て
も
、
す
べ
て
本
書
を
参
照
し
た
。「
古
人
の
『
筆
論
』
に
い
う
こ
と
に
は

「
書
と
い
う
も
の
は
散
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
書
は
、
字
形
の
ま
と

ま
り
だ
け
で
、
う
ま
く
書
け
た
と
は
し
ま
せ
ん
。
書
の
表
現
は
必
ず
自
分
の
心
を

そ
の
対
象
に
遊
ば
せ
、
胸
中
の
想
い
を
解
放
し
、
四
季
に
運
筆
の
法
を
則
り
、
万

物
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
象
に
文
字
の
形
勢
を
似
せ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
で

あ
っ
て
、
書
の
す
ぐ
れ
た
表
現
と
し
ま
す
。」

（
４
）

こ
れ
と
類
似
し
た
記
述
は
、
例
え
ば
唐
・
虞
世
南
「
筆
髄
論
」
の
中
に
も
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

（
５
）

当
該
部
分
の
現
代
語
訳
は
下
記
の
と
お
り
。「
そ
う
い
う
わ
け
で
、
黄
帝
の
史
官

の
蒼
頡
の
風
流
心
は
、
鳥
の
足
跡
に
ま
ね
て
筆
を
揮
い
、
東
晋
の
王
少
の
意
気

は
、
竜
の
爪
の
形
を
想
い
え
が
い
て
筆
を
染
め
ま
し
た
。
…
…
こ
の
よ
う
な
名
前

を
も
つ
六
十
余
の
書
体
は
、
ど
れ
も
み
な
人
の
心
が
さ
ま
ざ
ま
な
物
事
に
触
れ
て

動
い
た
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。」

（
６
）

当
該
部
分
の
現
代
語
訳
は
下
記
の
と
お
り
。「
あ
る
人
が
い
う
に
は
、「
蔡
邕
の

『
筆
論
』
や
王
羲
之
の
『
筆
経
』
な
ど
の
書
論
は
、
た
と
え
ば
詩
を
作
る
人
に
と

っ
て
大
切
な
原
理
で
あ
る
格
調
と
音
律
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

詩
に
は
、
音
律
を
調
和
さ
せ
、
詩
病
を
避
け
る
た
め
の
制
が
あ
り
ま
す
。
書
に
も

ま
た
同
じ
よ
う
に
、
書
病
を
除
き
筆
理
に
会
う
た
め
の
道
が
あ
り
ま
す
。
…
…
さ

ら
に
ま
た
、
詩
を
作
る
人
は
、
古
い
詩
体
の
真
意
を
学
ぶ
こ
と
を
す
ぐ
れ
た
こ
と

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
古
い
詩
を
そ
の
ま
ま
真
似
す
る
こ
と
を
す
ぐ
れ
た
こ
と
と

考
え
ま
せ
ん
。
書
も
ま
た
詩
と
同
様
に
、
古
人
の
書
の
意
に
な
ら
う
こ
と
を
す
ぐ

れ
た
こ
と
と
考
え
ま
す
が
、
古
人
の
書
の
跡
に
た
だ
似
て
い
る
こ
と
で
、
そ
れ
を

上
手
で
あ
る
と
は
考
え
ま
せ
ん
。
古
来
か
ら
の
能
書
家
た
ち
の
多
く
が
、
み
な
そ

れ
ぞ
れ
そ
の
書
き
ぶ
り
が
異
な
っ
て
い
る
理
由
で
す
。
後
漢
の
蔡
邕
が
大
い
に
笑

い
、
魏
の
鍾
繇
が
深
く
嘆
い
た
こ
と
は
、
ほ
ん
と
う
に
も
っ
と
も
な
こ
と
な
の
で

一
〇
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